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お買い上げありがとうございます。取扱説明書をよくお読みいただき、
正しくお使いください。

タスクウォッチマネージャを
起動します。

1

タスクウォッチマネージャの
画面が表示されます。

2

パソコンのUSBポートと
タスクウォッチのUSBポートを
付属のUSBケーブルで
接続します。

3

タスクウォッチマネージャ画面の
左上にあるアイコンが
「接続完了」と表示されます。

4

タスクウォッチマネージャ画面の
右下にある「計測準備」の
アイコンをクリックしてください。

5

確認画面の「はい（Y）」を
クリックしてください。

6

計測準備完了画面の「OK」を
クリックしてください。

7

タスクウォッチのUSBケーブルを
抜いてください。
液晶画面の表示が
「WAITMGNT」になっているかを
確認してください。

8

防塵防水ケースを手元に
置いてください。
セレクトスイッチが「停止」の
位置になっているかを確認して
ください。

9

防塵防水ケースのラッチを
外してください。

10

防塵防水ケースのセレクト
スイッチを「開始」位置に
回してください。

16

タスクウォッチの液晶表示が
「10S　20m」「28.4c 27rh」など
に切り替わるかを確認
してください。

17

防塵防水ケースの上蓋を
閉めてください。

ラッチを締めてください。

18

防塵防水ケースの上蓋を
開いてください。

11

防塵防水ケースの上蓋に
付いている操作ケーブルを
タスクウォッチのUSBポートに
挿入してください。

12

操作ケーブルを挿入できているか
を確認してください。

13

防塵防水ケースのマグネット付き
底板に設置してください。

14

重機に設置してください。
マグネットが装着可能な
場所に装着してください。
取り付け方向に制限は
ありません。

19

準備完了
測定開始になりました。

20

防塵防水ケースの
セレクトスイッチが「停止」位置に
なっているかを確認してください。

15

マグネット付き底板

タスクウォッチの設定から取り付けまで
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「測定記録編」

防塵防水ケースを手元に
置いてください。

1

セレクトスイッチを「開始」か
ら「停止」に回してください。

2

防塵防水ケースの上蓋を
開いてください。

タスクウォッチの液晶の
表示が「SLEEPNG」になって
いるかを確認してください。

3

4

タスクウォッチをマグネット付
底板から外してください。

親指で持ち上げるようにして
外してください。

タスクウォッチのUSBポートに
接続されている操作ケーブル
のコネクタの部分を指で
つまんで抜いてください。

5

6

タスクウォッチマネージャを
起動します。

7

タスクウォッチマネージャの
画面が表示されます。

8

パソコンのUSBポートと
タスクウォッチのUSBポートを
付属のUSBケーブルで
接続します。

9 任意の稼働波形の終点を
マウスでクリックしてください。

青いマーカーが表示されます。

選択した稼働波形の開始点
から終了点までの稼働時間が
表示されます。

16

17

選択した稼働時間を保存します。18

選択した稼働時間を印刷します。19

印刷するプリンターを選択
してください。

「終了」を選択します。

選択した稼働記録時間が
機械作業日報としして
印刷されます。

20

21

22

23

24

タスクウォッチマネージャ
画面の左上にあるアイコンが
「接続完了」と表示されます。

10

「データ取得日報新規作成」
のアイコンをクリック
してください。

タスクウォッチからの
データ読み込みが完了しました。

「OK」をクリックしてください。

グラフ表示作業時間編集画面
を閉じてください。

任意の稼働波形の開始点を
マウスでクリックしてください。

11

12

13

14

赤いマーカーが表示されます。15

既に稼働時間を保存したので
「はい（Y）」を選択します。

タスクウォッチマネージャが
終了します。

タスクウォッチのUSBポートから
USBケーブルを抜いてください。
これで一連の操作説明は
終わりです。
作業計画を立てて随時測定を
行ってください。

ラッチを開けてください。

＊注意！
操作ケーブルを掴んで持ち
上げないでください。
破損する恐れがあります。

赤いマーカー

青いマーカー

開始点から終了点までの稼働時間

取り外しから測定記録、終了まで
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